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師⾛のあわただしさは、⼤⼈ばかり？今⽇も元気なさくらっこ達、11 組 33 名の皆さんが集まってくださり、
4 ⼈のこども保育学⽣ 2 年⽣は、⼤忙しでした。 
 久しぶりに参加してくださったさくらっこ達もいて、少し会わないうちに皆⼤きくなって、⼤きく成⻑し
て、胸がいっぱいになります。 
 前期から続けてさくらっこの育ちを⾒てきた狩野ゼミの学⽣たちも同じ思いで、とにかく、みんなの成⻑に
感動した広場でした。今⽇は、いろいろな松ぼっくりで、クリスマスツリーを作ることにしました。 

  
準備 OK！ビーズとか、ドングリとか、リボンとか、「⽬⽟シール」もあります。 

  
  K ちゃん久しぶり！元気に⾶び込んできて、お姉さんとすぐに作り始めました。 
  集中して、どんどんイメージを膨らませます。 

                
      ⽊製ビーズと、キラキラするプラスチックビーズと両⽅準備しました。 
      S くん、K ちゃんきょうだいは、それぞれ、リースとツリーを作り始めました。 



                
リースに「ホットケーキ」をビーズでつける S くん、グルーガンを握る M ちゃん。年⻑さんです。 

                
「⽬⽟シール」でイメージが広がります。⼩学⽣の M ちゃんの隣で、Ｏちゃんもお⺟さんと作り始めます。 

                

Y くんは、職⼈気質です。グルーガンもお⼿の物・・ちょっとやけどしたけど。 

 



  

できてきたよ！ みんな誇らしげです。どれもみんな素敵ですもの。 

  
丸テーブルで、黙々と作り続ける S くんと M ちゃんです。⼦ども同⼠のイメージが、真剣に作り続ける中で、
どんどん広がる感じがあります。ちなみに、S くんは、私が冗談で拾ってきた「セミの抜け殻」も、ツリーにつ
けました。まさに、⼆⼈とも、「オブジェ」を創る、芸術家です。 

                 
      芸術作品をご覧ください。壮⼤な物語が語られたと、学⽣が感動しておりました。 

⼦どもにとって制作は、⾃分の「創る」物語の表現なのだと、実感します。 
                
 

 



  
7 ⽉から保育園に⼊って、久しぶりに参加した R くんです。お姉さんとじっくりままごとで遊び始めまし

た。久しぶりに遊んだ学⽣が「こんなに豊かにお話しするようになって」と驚いていました。お話が、途切れ
ません。おいしそうなケーキも、⾃分で飾りました。狩野ゼミの学⽣たちは「特別研究 こどもとことば」で
⼦どもたちの育ちを追っています。本当に勉強になりますね。良い保育者になれますように。 

                 
お兄ちゃん、お姉ちゃんは、保育室で⼯作中です。パパと、Tちゃんは、砂場で遊んでいます。パパに、ス
コップやシャベルを渡しては、掘ってもらったり、すくってもらったりします。⾃分でもできるのに、⼈に頼
んで「やってもらう」ことが実は、とても⼤事です。パパは、優しく、「はい、はい」と、その通りにしてくれ
ます。 

    

  そこに、S ちゃん、Hくんきょうだいが、⼊ってきました。お互いに、しっかり意識します。 



                  
      そして、こんなふうなかかわりも出てきます。Hくん 2歳、Tちゃん 1歳です。 
             両⽅のパパとママは、ちょっと引いてみていてくださいます。 

                 
Iちゃんは、お姉さんと⼀緒に、キラキラ光るハートを集めています。夏に、⽔⾵船を割って遊んだ時の名残の
シールがいっぱい落ちていました。集めたのを、ママに⾒せに⾏こうと、保育室に⼊ります。 

     
ママは、弟の Iちゃんと⼀緒にいます。4 ⽉⽣まれの Iくんは、つかまり⽴ちができます。 

もう少しで歩き出しそうです。何でもなめて、確かめます。松ぼっくりはどんな味？ 

  
お兄ちゃんとお姉ちゃんが、⼯作中の K くん 1歳は、ママとままごとコーナーで遊びます。 

オーブントースターで、⾊々焼いていますよ。おいしくなあれ。 



               

今⽇は、満 3歳クラスのクリスマス会が終わってから、きてくれた S ちゃんです。 
 

                
写真撮ってダメと⾔われましたが、どうしても 1枚だけ撮りました。M くん 4 年⽣。 

  
おっと、砂場に泡⽴てた洗剤液を流し込み始めたHくん 5年⽣、Aくん 4 年⽣。 
学⽣が、⼀瞬⽌めようとしたけれど、もう遅かった・・と・・「広場」だからこその実験をします。 

  



砂場って、本当に壮⼤な世界が広がるのですよ。M ちゃん S くんも加わり、物凄く深く掘り続けています。
みんな⼩学⽣です。こんなことできるのは、さくらっこだけだなあと、感動する私です。 

 
ママにも少し⼿伝ってもらって、ツリーを仕上げた、R ちゃん 1 年⽣。 
 

         
    ⼀緒に作ったお姉さんの顔を描いてくれました。K ちゃんの作品。 

 
さくらっこ皆の豊かなイメージが伝わり合い、みんなで楽しく作ったり⾷べたり、笑ったり泣いたりして遊

んだ 2022 年でした。寒くなるけれど、みんな元気でいてください。来年もまた⼀緒に遊びましょう！ 
             ＜2023 年 1 ⽉、3 ⽉の予定＞ 
         
 
 
 
 

 御参加いただく場合は、狩野まで毎回メールでの連絡をお願いいたします。 
連絡先）狩野奈緒⼦（桜の聖⺟短期⼤学）naoko-k@ssjc.ac.jp 

 

2023 年 1 ⽉ 7 ⽇（⼟）お正⽉の遊びをしよう 
    1 ⽉ 28⽇（⼟）冬の遊びをしよう 
    3 ⽉ 25⽇（⼟）進級おめでとう 


